
第８回 『田植えと、里いも等の植付け』 

 

と き 2012年5月19日（土） 9:30 - 17:00 

ところ 谷っ戸ん田、尾根沿いの畑 

天 気 晴れ 

参加者 磯、加藤、霧生（～14時）、久保、佐々木（利）（10時半～）、高田夫妻、高橋、藤田（～11時）、 

松本（洋）（13時半～）、百崎夫妻＋まるちゃん（10時半～）、園主（テツさん） 

計14名（子ども1人含む） 

 

【午前】 

・ リーダーの磯さん他、久保さんと藤田さんは8時半頃に集合し園主と打ち合わせ等。（田植えに

は参加できない石田さんも集合。日曜の6時頃も様子を見に来て下さった様子） 

・ 早朝から田んぼの水を抜き、軽トラで苗を運搬して下さった園主より「安全第一!！」との挨拶。

タイヤを車輪に付け替えて使う機械は、もとの状態をよく見ておくこと。動いている機械に近

付かないこと。困った時には無理をせず大声で助けを呼ぶこと。しっかりグリップする為、ま

た次に触る人に配慮して機械や道具の持ち手部分は汚さないこと等の注意点を確認し作業開始。 

・ 2条植えの田植え機を使い、参加者が交代で苗を植えていく。並行して補植と、機械で植えられ

ない隅のスペースに手植え。今年の苗は早めにハウスから出して日光に当てたせいか例年より

も大きめ。2～3本で植える。畔から2株程度のスペースを空けたのは、病気の侵入を防ぐため。 

・ 隣の列の轍の跡に車輪をのせれば真っ直ぐに進むはずなのに曲がってしまう。そんな時は、焦

らず走行しながらハンドルを進みたい方向へ軽くトントンと押して修正すればいいよ…と付き

添ってくれた園主は言うが、これが難しい。しかし、後半に従事した人達は一人で上手に機械

を扱っていた。 

・ 右側約1/3（32条）がもち米（満月）で、残り2/3がうるち米（こしひかり）。 

・ 一度休憩をはさみ、9割方午前中で終了。休憩時間には高田農園より美味しい苺（宝交早生）を

ご馳走になる。カモミールも土産に頂いた。 

 

【お昼】12:30～13:30頃 

・ 各自昼食とデザート（高田農園の苺）。納品された参加者募集のチラシを分ける。 

 

【午後】 

  補植と手植え作業 

・ 午前の田植えで田植え機で植えられなかった部分の手植え作業。 

・ 久保・高橋で田植え機を洗い、その他のメンバーが手植えを行った。 

・ 手植え終了後、テツさんが軽トラで田植え機と苗箱を小屋前まで運んで頂く。佐々木・松本で

苗箱を軽トラから降ろす作業をしようと走って行ったがすでに降ろされており、ガックシ・・・。 

・ 皆が小屋に来たところで畑グループ・苗箱洗いグループに分かれ作業開始。苗箱４７枚を洗う

（ハウス横に放置してあった苗箱も含む）15：00頃洗い終了。 

・ 畑グループと合流して休憩を取り、以後は下記の通りです。 

 

尾根沿いの畑の作業 14:30頃～16:20 

・ 奥の部分（3分の1程度）に、エビイモ（25）、サトイモ・土垂（20）、大玉スイカ（3）、小玉ス

イカ(2)、モロヘイヤ（11）、オクラ（霧生さん贈呈・2株）を植付け。さらにトウモロコシ（高

田家提供分・39箇所×3粒）種まき 

・ 参加メンバー：加藤、高橋、百崎妻・まるちゃん、高田家で作業開始。松本、磯、百崎夫、佐々

木、久保 が途中（サトイモ植付後）合流 

・ 使用したもの：鍬(3)、スコップ(2)、鎌、ジョウロ(2)、バケツに水を入れて持参、ひも（田ん

ぼ用） 

・ この畑は、この時間はヒノキの日陰があり、過ごしやすい。そして、遠くランドマークも望め



るなど、眺望も素晴らしい。 

・ モロヘイヤは、磯さん指導のもとに作業。またスイカは鞍築（くらつき）を作り、植付。 

・ 残りのスペースには、さつまいもを植えることに。また、作業終了後にテツさんからズッキー

ニも谷っ戸ん田で植付けしてほしいと言われました（次回対応）。 

・ 尾根沿いを歩く方（2グループ）に「な～に谷っ戸ん田」のチラシを渡しました。 

 

・ 終了間際に田んぼの水の様子を百崎夫さんが見に行ってくれました。作業終了後、道具を洗い

に小屋まで行き洗った苗箱を種類別に分け鳥小屋の前に置く。その後広場に集まりテツさん待

ちでしたが連絡が取れず解散。17:00頃でしたか？すみません確認していませんでした。 

・ 最後、松本が帰ろうとしたら、テツさんが戻ってきたので苗箱の置き位置を確認。「これから、

どんどん出る（苗箱）から大変だよ」と言われました。 

・ あとは、前にも言われたと思いますが田車は 2回程度で別の日に稲の株間の草取りをやらない

とダメだよとのことも言われました。 

・ 最後にテツさんが「なにしろ、怪我をせず楽しかったと帰ってもらえるのが一番だ」と言って

いました。 

・ グループに別れての活動があるのと、途中から参加される方に当日のスケジュール等の「見え

る化」を話題にしていた時に、まるちゃんから「掲示板」の提案がありました。今後、検討し

ていけるとよいと思います。 

 

（記録：松本、高田、霧生） 

 


